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1、目的と方法
　トラウマに関わる臨床心理学的研究は、昨今、PTSD
（Post　Traumatic　Stress　Disorder：心的外傷後ストレス
障害）への関心の高まりと共に増加の傾向を示している。
先行研究によれば、トラウマに対する心理療法の基本
的な目的は、「トラウマとなった体験を、通常の体験と
同じように自分の記憶の一部に統合することである」
とされる。すなわち、トラウマ記憶を、統合されてい
ない未分化、断片的、前言語的なものと捉えた上で、
それを、言語化されたより統合的な物語記憶に再構成
させることが治療に結びつくことになる。
　本研究では、実際にトラウマを抱えたクライントに
対して集団精神療法の1つの技法である「サイコドラマ」
を適用した事例の検討を通して、とくに、セッション
中の体験過程の分析から、サイコドラマを施行する上
での安全でかつ効果的な方法論を提示することを目的
とする。さらに、トラウマに対する集団精神療法の理
論と実際について臨床心理学的な考察を加え、この方
面への効率的な心理療法のあり方を提示したい。
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2、臨床事例の収集
　2006年度の臨床実践を継続する形で、2007年度にお
いても、臨床事例の収集として、私がグループサイコ
セラピストとして関わってきた体験型短期集中合宿に
おける事例、明治大学心理臨床センターにおける「明
治大学サイコドラマスクール」での事例、そして、宇
都宮市森病院において実施してきた集団精神療法の適
用事例を対象とした。
　実施日程は、短期集中合宿が、2007年6月23日一24日
と2008年1月19日・20日の2回。明治大学心理臨床セン
ターにおける実践が、2007年4月19日・5月17日・6
月21日・7月19日・9月20日・10月18B・11月15日・
12月20日・2008年1月24日・3月13日の計10回。そし
て、森病院では、外来デイケア患者への集団精神療法
として、2007年7月より2008年3月まで毎週1回60分
（計40回）行ってきた。
3、実際のセッション
　サイコドラマにおける1セッションは、第1段階の
「ウォーミングアップ」、第2段階の「ドラマ」、そして
第3段階としての「シェアリング」の3つの段階を大
きな枠組みとしてとらえた。
　集団精神療法においてはぐおおむね自由な言語による
会話を中心に内省を目指すアプローチを実践した。
4、学会発表および紀要報告
1）2007年10月27日、明治学院大学にて行われた日本
芸術療法学会第39回大会ワークショップにおいて、「ト
ラウマワークとしてのサイコドラマ」を発表した。
2）2007年12月15日、沖縄いずみ病院にて行われた日
本心理劇学会第13回大会ワークショップにおいて「ト
ラウマへのサイコドラマにおける私の工夫一怒り、内
罰、そして和解ヘー」を発表した。
3）明治大学心理社会学研究No4において「トラウマへ
のサイコドラマにおける技法の研究」と題して投稿した。
　上記発表要旨はおおむね以下の通りである。
〈トラウマワークの考え方〉
　トラウマへの心理的援助は様々な形で発展してきた。
そこには大きく3つの方向性が存在している。1つは、
トラウマを表現し、外在化させることで再統合を図る
というもの。2つ目は、トラウマには触れずに表現さ
れるイメージを利用して収まりをつけるというもの。
そして3つめは、不適応行動に注目して具体的な対処
行動を獲得するというものである。サイコドラマでは、
それら3つの方向性のいずれの視点も取り入れること
が可能であろう。イメージで遊ぶことができるし、社
会技能訓練としてのドラマへの導入も興味深い。そして、
ここでの私のセッションは、トラウマの外在化に力点
が置かれている。すなわち、再体験、解放、再統合と
いう考え方に基盤を置いている。
〈トラウマ記憶から物語記憶へ〉
　トラウマにおいて問題となるのは記憶の断片化と肥
大化である。過去の圧倒的な苦痛体験が、通常の物語
記憶として内在化できず、個人の日常生活を脅かす。
したがって、サイコドラマでは、断片化されたトラウ
マ記憶を新しい物語記憶に塗り替えることを目指す。
いわば、新しい記憶の上書き作業を行う。
＜実践上の工夫＞
　1，ボディ・ダブル
　2，ミラー・テクニック
　3，マルティプル・ダブル
　4，やり残した課題（unfinished　business）
　5，ミラクル・クエスチョン
　6，内なるこども（inner　child）
　7，和解
〈グループの雰囲気について〉
　トラウマワークを安全で効率的なものにするための
装置として、集団の雰囲気が遊びに満ちていることが
求められる。ここでの、監督の笑顔、冗談、ユーモア
の類は大切なテクニックである。その監督の醸し出す
雰囲気によって、グループメンバーの中に、危険で悲哀
に満ちたトラウマに対して、挑戦する上での「遊び」
が生じるからである。ここでは、トラウマをいかに明
るく茶化すかが問われていると言っても過言ではない。
5、展望
　トラウマを扱う上で避けて通れない主題は「怒りと
罪責」である。私たち日本人は怒りを表現することを
ためらう。それは決して怒っていないことを意味して
いるのではなく、私たちは、怒りの後の罪責的感覚が
自身を苦しめることを知っているからであろう。この
点は、怒りの表出をもってドラマを終える西欧的なサ
イコドラマとは明らかに一線を画する。むしろ監督は、
怒りを表出した後の内罰あるいは罪責主題を扱うべき
であると私は考えている。それが、直面化の後の統合
化の段階であり、それまでの過程は、すべて統合化の
ために存在するとさえ言えるだろう。今後は、異文化
間比較という視点から、サイコドラマにおけるトラウ
マワークを考えていきたい。
